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はじめに

VirginiaWoolfは 最初 の二作 品であ るTheVoyageOut(1915)とNightandZ)ay

(1919)を 伝 統小 説の型 を踏襲 して描 き、三作 目のJacob'sRoom(1922)か ら彼女 の新 し

い手法 に よる実 験小 説 を始 め た と言 われて い る。小 説 として二作 目にあた るNightand

Day(1919)は 女主 人公KatharineHilberyの 、恋 愛 の成就 と結婚 とい うきわめ て幸福 な

closedendingで 締 め くくられて い る唯一の作 品であ り、処 女長 編TheVoyageoutの

女 主 人公 の死 とい う悲劇 的結 末 と合 わせ て、作 者 は両 者 に伝 統小 説のclosedendingの

二 つ の典 型 をあて はめて い る。 しか も伝統 的小 説の枠組 み の中 に、登 場 人物 の 内部 意識

をイメ ジャ リ等 を通 して探 ってい くとい う手法 も既 に この作 品 で用 い られて い る。 本論

では、 その一 つ としてKatharineの 空想 の中 に しば しば登 場 す る海辺 で 「馬 を走 ちせ る
の

英雄 」(ridinghero)の イ メー ジを取 り上げ た い。ridingheroと い う とす ぐに連想 され

るのがTheWaves(1931)のPerciva1で あ るが、本 論 ではNightandDayのKatharine

がvisionを 求め てい く過程 で効果 的 な役 割 を果 たす と思 われ るridingheroに 着 目す る。

名 前 を与 えられて いない このheroが や が てRalphDenhamと い う固有の名 前 に重 な り

合 うこ とで 空想 の 中の理 想 の英雄 が現実 の存在 と重 な ってい く過程 をこの イメー ジを通

して た ど りたい。 さ らに、TheWavesのPerciva1に も言及 しつっridingheroの 意味
　ラ

を考 え るこ とでVirginiaWoolf特 有 の現実 とvisionと い う二 っ の世 界がNightand

Dayで どの よ うに描か れ てい るか を明 らかに してい きた い。

1.ridingheroの イ メ ー ジ の 変 化

文 学者 の父 と大 詩人 の娘 であ る母 の一 人娘 であ るKatharineは 、母 を手伝 って家事や

茶会 を し、 同 じ く母 が祖 父の伝 記 をつ くるの を手伝 って、昼 間は 多忙 な 日々 を送 ってい

る。 そん な彼女 に とって一 人 自由 に好 きな こ とをした り瞑想 にふけ る こ との 出来 る夜 は、
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大切 な時 間 であ る。作 者 はKatharineに タ イ トルで もあ るこの 「夜 と昼 」の意味 を作 中

では っ き り定義 させ て いる。

Why,shereflected,shouldtherebethisperpetualdisparitybetweenthe

thoughtandtheaction,betweenthelifeofsolitudeandthelifeofsociety,this

astonishingprecipiceononesideofwhichthesoulwasactiveandinbroad

daylight,ontheothersideofwhichitwascontemplativeanddarkasnight?

Wasitnotpossibletostepfromonetoother,erect,andwithoutessential

change?(358-9)

タイ トルはVirginiaWoolfの 作 品の 中で常 に重要 な意 味 を持 って い るが、作 者 自 らが

これ だけ明確 に定義 を してい るのは他 には ない。 上記 の 引用部分 で作 者 は、昼 に属 す る

特 性 として"action"、"1ifeofsociety"、"active"を 、一方夜 に は対 照的 に"thought"、

"lifeofsolitude"
、"contemplative"を あげ てい る。 「行 動 、社 会(社 交)」 の昼 に対 し

て、 「思 考 、孤 独 、瞑 想」の 夜 であ る。 この二 つ の世 界 は"disparity"と 描 か れつ っ も、

「背筋 をしゃん と伸 ば して
、自分 は本質的 な変化 はせず に二つ の世 界 を行 き来す る こ とは

可能か」 とい う問 いかけ が なされて い る。 この 「行 き来」(tostepfromonetoother)

とい う考 え方 はNightandDayを 特徴づ け る考 え方で あ る。VirginiaWoolfのNight

andDay以 降 の作 品で は、二つ の世 界 とい う図式 は徐 々に次 の よ うに変化 してい く。一

方 に、 時計 の時間 に支 配 され て老 い と死へ と不 可逆的 に進 まざる を得 ず 、他 者 との隔壁

に苦悩 す る苛 酷 な現 実世 界が あ る。 もう一 方 はvisionの 世 界 で、苛 酷 な現 実世 界か ら解

放 され る世 界 と してVirginiaWoolfは 具体 的に は、生 の中 ではmomentを 、 そ して究

極 の達成 として は死 を設定 してい る。 これがVirginiaWoolfの 相 反す る二つ の世 界 で

あ る。 しか し、Mrs.Dalloway以 降彼女 の代 表作 に おいてvisionを 脅か す現実世 界の苛

酷 さは、NightandDayで は まだ それ ほ どの厳 しさを帯 びて いな い。 又Katharineは

現実 に束縛 され てい る と感 じてい なが ら、夢 と現実 の間 を行 き来 出来 る方法 を模 索 して

い る点 が この作 品の特徴 であ る。 相反 す るので はな く、行 き来 出来 る とい うこ とは、二

つ の世 界が安定 して存在 しなければ な らない。VirginiaWoolfの 作 品世 界では、現実世

界 は まず前提 条件 と して厳 と存在 す る。それ故 、行 き来 出来 る とい うこ とはvisionの 世

界 も確 か な存在 であ るこ とを意 味す る。本論 では、空想 の 中のridingheroが や がて現実

の恋 人Ralphに 移行 す る過程 の 中で、空想 の世 界が一旦脅 か され なが ら、よ り安 定 した

形 で確保 されて い くまで を考察 して い くが、まず は、この過 程 を示 すheroの 引用文 に は

(1)～(5)と番号 を付 けて、ridingheroの 意 味 と変化 をた どってい きたい。

夜 、 自分 の部屋 に戻 って一 人に なったKatharineが 「夜 の無 の中に我 を忘 れ て」空想
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に耽 る と き、ridingheroがKatharineの 夢 の 中 で 初 め て 語 ら れ る。

{1)"WhatwouldMaryDatchetandRalphDenhamsay?"shereflected,pausing

bythewindow,which,asthenightwaswarm,sheraised,inordertofeelthe

airuponherface,andtoloseherselfinthenothingnessofnight.

Nothavingexperienceofitherself,hermindhadunconsciouslyoccupieditself

forsomeyearsindressingupanimageoflove,...andthemanwhoinspired

love,whichnaturallydwarfedanyexamplesthatcameherway.Easily,and

withoutcorrectionbyreason,herimaginationmadepictures,superbback-

groundscastingarichthoughphantomlightuponthefactsintheforeground.

Splendidasthewatersthatdropwithresoundingthunderfromhighledgesof

rock,andplungedownwardsintothebluedepthsofnight,wasthepresence

loveshedreamt,....Theman,too,wassomemagnanimoushero,riding,a

greathorsebytheshoreofthesea.Theyrodethroughforeststogether,they

gallopedbytherimofthesea.Butwaking,shewasabletocontemplatea

perfectlylovelessmarriage,asthethingonedidactuallyinrealLife,for

possiblythepeoplewhodreamthusarethosewhodothemostprosaicthings.

(106-8}

このridingheroの 空想 にふけ る直前 に、 彼女 は別 の件 で 「Ralphな ら何 と言 うだ ろ う」

とRalphの こ とを一 瞬 思 い 出 してい る。 しか し、主 と して彼女 の心 を 占め て い たの は婚

約 者Williamか らの行 き届 いた手 紙 で あ った。誠 実 さ も節度 も備 え、情熱 に も欠 け て い

な いWilliamの 手紙 は しか し彼 女 に何 の感 銘 も与 えな い。 彼 女 は彼 との結 婚 を"aper-

fectlovelessmarriage"と して選 択 したの で あ った。好 意 は持 って い るが何 ら感情 的 に

束縛 を感 じな いWilliamと の結 婚 と昼 の生 活 は大 切 な夜 の瞑 想 を、ridingheroの 登場

す る空想世 界 との行 き来 を円滑 にす るため の手段 で あ る と彼女 は考 えて い る。 現実 世 界

に束縛 され た くは ない。 葛藤 を伴 う愛、 結婚 に伴 う束縛 もいや だ。 しか し、確実 に空想

の世 界 と行 き来 す るため には、 現実 世 界 で感情 に縛 られ な い よ うにす るには、 彼女 を よ

く理解 して くれ る人 との"lovelessmarriage"は 理 想 的 な手段 にな るはず で あ った。 そ

う まで して守 ろ う とす る空 想 の 中 に登場 す るridingheroに 彼女 はloveと い う言葉 を

多 く用 いて い る。このheroは 空 想 の世 界 の存在 であ る故 に、現 実 の感 情 の葛藤 を全 く伴

わず素 直 に喜 び を もって愛せ る理 想 的 な恋 人 の イ メー ジであ る。彼 が憧 れ の存在 で あ り

続 け る限 り、 彼女 は心 お きな く愛 とい う言葉 で彼 を語 れ るの で あ る。 それ故 、後 に この
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heroがRalphと 重 な って くる とき、彼 女 は現 実 の侵 入 に脅 えてheroに 対す る愛 とい う

言葉 を用 いな くな る。 しか し今Katharineは このheroと 二 人 で空想 の海 辺 を疾 駆 し幸

福 感 に み た され て い るの で あ る。TheWavesのPercivalも 又ridingheroの イ メー ジヨ　
で 語 ら れ て い る 。"Heisabouttoleaveus,togotoIndia....Heisahero."

の
"Percivalisgoing

,...IseeIndia...thelow,longshore_.Herideson."と

Percivalは 描 か れ る。彼 はTheWavesの 六 人 の登場 人物 の生涯 の憧 れ の対 象 で あ る。

彼 らは 口々 に彼 を賛 美す る。 彼 が参加 す る と、 それ までば らば らだ った六 人の集 ま りに

喜 び と和 が もた らされ る。彼 は現 実 の存 在 で あ るに も関 わ らず 、 ただ六 人 の 口 を通 して

語 られ るだ けの 存在 で作 中一 言 も言葉 を発 さな い。 この点 もNightandDayのheroと
らラ

共 通 して い る。しか しPercivalは イン ドへ行 き落 馬 して死 ぬ。 彼 は 同 じ く理 想 の 存在 と

して憧 れ られ なが ら死へ と直進 して、 後期 小 説 の世 界 を体 現 す るの で あ る。一 言 も発 さ

ず、 憧 れの 、愛 と賛 美 の対象 で、海 辺 に馬 を走 らせ 、heroと 呼 ばれ るな ど、Nightand

DayのridingheroはTheWavesのPercivalの 原 型 とな るイ メー ジ と言 え る。 しか し、

一 方方 向 に死 とい う終 点 に 向か い、戻 らなか ったPercivalと 異 な り、NightandDay

のridingheroは 現 実 の 存在 で あ るRalphに 融合 して い くこ とで姿 は消 えて もその本 質

は存続 して作 品 のhappyendingを もた らしてい る。 ここがTheWavesのPercivalと

の違 い で あ り、両作 品の違 い で もあ る。もっ と も(1)の場 面 のhero自 身 は純粋 に空想 上 の

存在 で、 まだ特 定 の男性 の影 が 感 じ られ な い分 、純 粋 に憧 れ の対象 と して理 想化 され て

い るの で あ る。

次 にridingheroの 登場 す る場 面 も又 、Williamと の関 連 で語 られ る。Katharineが

Williamの 家 にお茶 に招 待 され、二 人 が話 を してい る場面 であ る。彼女 は ここでWilliam

との結婚 を決 意 しつ つ、Williamと 会 話 をか わ しなが ら彼 とは無 関係 の 空想 の世 界 に入

り込 も う とす る。 しか し、彼女 はWilliamと い る ときに"Shecouldnotentirelyforget

William'spresence."(141)と 彼 の存在 が 気 にな って 自分 の空 想 の世 界に 没入 す る こ と

が 出来 な い。彼女 がWilliamと 愛 の ない結婚 を しよ う と決 意 したの は、彼 に感 情的 に束

縛 され ず に済む分 、 自由 に空想 の世 界 と行 き来出 来 る と思 ったか らであ った。 しか し、

その 目論 見 は果 たせ ず 、一方 でWilliamの 存在 を気 に しつ つ彼 女 は空 想 の世 界に 入 って

heroと 馬 を走 らせ るの であ る。

(2)ShefeltcertainthatshewouldmarryRodney....Howevertheembellish-

mentofthisimaginaryworldmightchange,twoqualitieswereconstantinit.

Itwasaplacewherefeelingswereliberatedfromtheconstraintwhichthe

realworldputsuponthem;andtheprocessofawakenmentwasalways

markedbyresignationandakindofstoicalacceptanceoffacts.Shemetno
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acquaintancethere,asDenhamdid,miraculouslytransfigured;sheplayedno

heroicpart,Buttherecertainlyshelovedsomemagnanimoushero,andas

theyswepttogetheramongtheleaf-hungtreesofanunknownworld,they

sharedthefeelingswhichcamefreshandfastasthewavesontheshore.But

thesandsofherliberationwererunningfast.(144-5}

(1)の引用 には直接 登場 しなか っ たRalphが この(2)で は"asDenhamdid"と 登場 して い

る。彼女 とRalphの 空想 に は違 いが あ る とい う例 であ るが、 しか した とえ違 う点の例 と

して も、Ralphは 確 実 にKatharineの 空想 の中 の理 想 の恋 人 を思 う場 面 に入 り込 ん で き

て い る。この場 面 のheroは 、彼 女 と一緒 に 馬に乗 り彼女 と一 緒 に爽快 な気分 を共 有 して

い る。Ralphの 存在 は このheroと は まだ重 な り合 わな い。 それ故heroは 彼女 を昼 の束

縛 か ら解放 して くれ る存 在 で もあ り、 彼女 の理 想の恋 人 で あ る。彼女 は安 心 して空想世

界の恋 人 に"sheIovedsomemagnanimoushero"と ため らわず に言 えるの であ る。

空 想 の世 界 を守 る手 段 としてWilliamと 結 婚 す るこ とを 自らの 意志 で選 択 した に も

かか わ らずKatharineは"Nottobehappy,whenshewassupposedtobehappier

thanshewouldeverbeagain...andseemednowsointolerable."(201-2)と い う

風 に、耐 え られ ない とい う思 い に悩 まされ て、感 情 に束縛 されて い る。 幸せ に思 え ない

の は、Katharineの 意識 に は 未 だ上 っ て は い ない がRalphの 存在 の影 響 が あ る。 後 に

Ralphが 自分 を愛 して い る と知 った後 で、二 人 で川岸 通 りを歩 く時、彼女 はWilliamの

場 合 とは対 照 的 に"ShewasfeelinghapPierthanshehadfeltinherlife"(317)と

感 じて い るか らで あ る。今 の 自分 の浮 か な い気 持 ち を従 兄弟 に相 談 しよ うか とKatha-

rineが 自問 自答 してい る とき、heroが 彼女 の心 の 中に現 れ る。

(3)Somehowsimultaneously,thoughincongruously,shewasridingwiththe

magnanimousheroupontheshoreorunderforesttrees,andsomighthave

continuedwereitnotfortherebukeforciblyadministeredbythebody,which,

contentwiththenormalconditionsoflife,innowayfurthersanyattempton

thepartofthemindtoalterthem.Shegrewcold,shookherself,rose,and

walkedtowardsthehouse.(205}

既 に二度 登場 した ときheroは 彼女 に とっ て心 お きな く幸福 な気分 で愛 情表 現 の 出来 る

存在 であ った。 しか し、 こ こに登 場 したheroに 彼 女 は とま どい を見 せ て い るの は何 故

か。Ralphとheroは まだ重 な り合 いは しな いが、 これ まで二度heroが 登場 した と きに

は、 その都 度 一 言Ralphに 関 す る言及 があ っ た。 さ らにRalph個 人に対 して は既 に"a
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feelingaboutlifethatwasfamiliartoher"(94)と 共通性 を彼女 は感 じてい る。 そ

れ故 、今 回は 言及が な い分 一 層、heroに はRalphの 存 在が感 じられ る。 しか も、こ こで

初 めて彼 女 は理 想 の恋 人へ の愛 情 を素 直 に出せ ず に、"somehow"(ど うい う訳 か理 由 は

わか らないが ともか く)、"incongruously"と とまどい を見せ て い る。 さ らに、 これ まで

の よ うにheroと 二 人(they)で 駆 け て い くの では な く、"shewasridingwiththe

magnanimoushero"と い う風 に、heroと 二 人 では な く彼女 自身が主語 に な って 「hero

と共 に 馬 を走 らせ た」 と彼女 自身の主体 的 な行動 が描 か れて い る。 彼女 が戸惑 ってい る

の は、heroの 存在 が純粋 な空想世 界 とい う安 全 圏 に と どまらずに現実 味 を増 して い るか

らで、つ ま り二 つ の世 界の境 界が揺 らい でい るか らで、彼女 は 空想世 界の安 全性 が脅 か さ

れ、 現実 が侵 入 して くるの を本質 的 に恐れ て い る。 しか し彼女 は 「続 け て乗 って いたい」

とも願 って る。 彼女 の心 に侵 入 して きた不安 と喜 び とい う相 反す る感情 はheroが もは

や 空想世 界 の安 全 圏に はお らず 、Ralphと い う現 実 の男性 と重 な り合 って きた こ とを示

してい る。この場 面 の彼女 は もはや 現実 世 界 と切 り離 され た空想 世 界に安住 出来ず 、それ

故heroに 対 してloveと い う言葉 を気軽 に 口に 出す こ とが 出来 な くな ってい るの であ る。

次 に、KatharineがWilliamと 彼 の家 で食事 をす る約 束 を果 たす ため に通 りを歩 い て

い る場 面 で、彼 女 の心 に登場 す るheroに つ いて考 えて い きた い。 この 後Katharineは

Ralphの 愛 を知 りheroで は な くRalphが 彼 女 の 愛 情 の 対 象 とな っ て い く。従 っ て

Ralphの 存在感 の投 影 され て い るheroと して は最 後 の登場 場 面 に な る。 彼 と二 人 で 食

事 をす るの はKatharineに とって"amoodofprofounddespondency"(283)と 語 ら

れ る。しか もあれ ほ ど心躍 る気分 を伴 ったheroの 空 想 を、彼女 は考 えては いけな い と自

らに禁 じて い るの であ る。

(4)IfshewentbytheStrandshewouldforceherselftothinkouttheproblem

ofthefuture,orsomemathematicalproblem;ifshewentbytherivershe

wouldcertainlybegintothinkaboutthingsthatdidn'texisttheforest,

theoceanbeach,theleafysolitudes,themagnanimoushero.No,no,no!A

thousandtimesno!itwouldn'tdo;therewassomethingrepulsivein

suchthoughtsatpresent.(284)

何 故 彼女 は あれほ ど楽 しん でい た理 想 の恋 人 であ るridingheroの 空想 を 自らに禁 じよ

う とす るのか。 川岸 通 り(Embankment)はRalphと 歩 いた通 りであ る。 水辺 はheroが

馬 を走 らす 海辺 に通 じる。 こ こで まさにheroはRalphへ の連想 と重 な り合 うの で あ る。

しか もRalphの 自分 へ の気持 ちが"feeling...ofcriticalhostility"(291)と 確 信 して

い る とき、彼 女 はRalphが 介 入す るこ とで生 じる心 の葛藤 を強 く否定 す る必要 に迫 られ
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るので ある。

不安 に駆 られ なが らも、自分 の不安 の原 因に未 だ気づ か ないKatharineは 、Strand通

りもEmbankmentも 選 ばず に、答 を求 めてMaryの 家 を訪 ね る。 そ してRalphに 失恋

したMaryが 日頃の抑制 を失 い、Katharineの い る責任 も葛藤 もない安 全 な世 界 を揺 さ

ぶ るの であ る。

Katharinewasnottobeallowedtogo,todisappearintothefree,happyworld

ofirresponsibleindividuals.Shemustbemadetorealizetofeel.

"Idon'tquitesee
,"shesaid,asifKatharinehadchallengedherexplicitly,

"how
,thingsbeingastheyare,anyonecanhelptrying,atIeast,todo

something."

"No .Buthowayethings?"(285)

続 い てMaryは"he'sinIovewithyou"(291)と 告 げ る。 これ まで意識下 に あった

Ralphの 存在感 が一気 に現実 の もの とな った。以後Katharineに とってRalphは 現実 の

存在 とな り、ridingheroは 姿 を消す。 これ までRalphの 自分 に対す る感情 は"critical

hostility"と しか思 って いなか った彼女 は、Ralphの 愛 とい う現 実 に向 きあ う必要 に迫

られ る こ ととな る。ここでheroとRalphは 完全 に重 な り合 い、その後 は彼女 の空想 の中

の理 想 の恋人 としてのheroは 姿 を消 し、代 わ りにRalphがKatharineの 心 を 占め る こ

とに な る。

RalphがKatharineへ の愛 を公 言 して以来、Ralphにridingheroの イメー ジが 重ね

られ て いった一方 で、ridingheroの イメー ジ 自体 は急速 にKatharineの 理 想 の恋 人 と

い う固有 性 を失 って い く。先祖 の詩 人の 肖像 を見 なが ら、 もう一度Katharineがriding

heroに 思 い をはせ る場 面が あ る。 しか しこの場 面のridingheroは もはや彼 女の特 定の

恋 人 では な く、複数 形 をとってい る。

(5)Shewonderedwhathewaslookingfor;weretherewavesbeatingupona

shoreforhim,too,shewondered,andheroesridingthroughtheleaf-hung

forests?...Hewouldhaveunderstood...shebroughthimherownperplex-

ities.{337-8)

先祖 の詩人 も 自分 と同 じ くheroを 求め たの か と思 いめ ぐらすKatharineに とって 自分

一人 のheroを 空想世 界 に求め る姿勢 は もはや見 られ ない。空 想世 界 で彼女 の特 定 の恋

人 であ ったheroは 現実 のRalphと 完全 に重 な り合 って、空想 の世 界か ら姿 を消 し、(5)の
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場 面 でのheroは 固有 性 を失 って複数 形 を とるの で あ る。

2.Ralphとridingheroの 融 合

こ こ まで は、heroの 側 か らKatharineの 心 の 中 で の変 化 を た ど って きた。今 度 は

Ralphの 側 か ら、heroと の 共通性 とRalphの 役 割 につ いて考 えてい きた い。次 第にrid-

ingheroと 重 な り合 ってKatharineの 空 想世 界 での 存在 を大 き くして い った現実 の 存

在Ralphは 、彼 女 の空想世 界 の安全 性 を脅か す存在 であ ろ うか。 まず、Ralphとriding

heroの イメー ジの共通 点 として、重要 な場面 で水 辺 と川岸 通 りを背景 に描 かれ て い るこ
6)

と、又 、大 股、早 足 で風 を きって歩 く様 子 で描か れ てい る様 子 を考察 し、そ こか らKatha-

rineの 空想世 界へ の現実 のRalphの 関与 の あ り方 を導 き出 したい。

RalphがHilbery家 を辞 す る作 品 の最初 の部分 で彼 は"Theyoungman...walked

upthestreetatagreatpacecuttingtheairwithhiswalkingstick."(16)"his

speed"(16)と 描 かれ 、又、RalphがKatharineを 川岸 通 りの方へ 追 って い くところ も

"he
...ranrathermorequicklydownthestairs"(60)と 進 む速 さで語 られ て い る。

heroと 共 に 馬に乗 って スピー ドを共有 した よ うに、KatharineはRalphと 二人 の進 む ス

ピー ドの速 さで描 かれ てい る。"Sheverynearlyforgothercompanion.Shewalked

veryfast."(92)と 語 られ る場 面 は、 さらに、彼女 がRalphが いて も気 に な らず に空想

の世 界 に浸 れ る と気づ く後半 の場 面 につ なが って い る。 ここで二 人が二 階建 てバ スの二

階 に乗 って高 い位 置か ら下 の世 界 を見下 ろす視 点 は、 馬上 の視 点 と移 動 に繋 が ってい る。

二 人 が結 婚 を決 意 した最 終 場 面 に も二 人 はバ スに乗 車 して い る。 又、 リン カ ンの 町 で

Katharineと 出会 ったRalphは 風 に髪 を乱 しなが ら立 つ彼 女 に ただ よ う疾 走 す る雰 囲

気 に魅せ られ て次 の よ うに語 って い る。

...everythingaboutherseemedrapid,fragmentary,andfullofakindof

racingspeed.Herealizedsuddenlythathehadneverseenherinthedaylight

before.(246)

さ らに、KatharineがRalphに 愛 されて い るこ とを知 って、heroとRalphが 完全 に重 な

り合 い、彼女 の理 想 の恋 人 としてのheroが 登場 しな くな る後 半 の い くつか の重 要場 面
の

の背景 とな って い る水辺 と川岸 通 りが あ る。 川岸 通 りを二 人 で歩 きなが ら二つ の世 界 を

共有 す る場 面 、 は じめ て二 人だけ で会 う約 束 を した キュー植 物 園の湖 の岸辺 で彼 女 を待

っRalph、 さ らに二 人 で川 岸通 りを歩 く最 終 場 面 な どで あ る。 それ以 前 のheroだ けが

Katharineに とって唯一 の理 想 の恋 人 で あ った と きに もKatharineとRalphが 川 岸 通
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りを歩 く場 面 があ る。Katharineの 空 想の なかで存在 感 が増 して いるこ とな ど全 く知 ら

ず、 彼 女 の婚 約 を聞 い て シ ョ ッ ク を受 け たRalphが 川 岸 通 りを歩 い て い く様 子 は

"RalphstrodewithextremeswiftnessalongtheEmb
ankment."(161)と 語 られて

い る。 速 い ス ピー ドで水 辺 を進 む様 子 は彼 の 心 理 状 態 を表 す 一 方 でRalphをriding

heroに 重ね合 わせ る役 割 も大 きい。Katharineが は じめてRalphと 二 人だけ で特 ち合 わ

せ をす るの は キュー植 物 園で あ る。そこで彼女 を待 つRalphは 植 物園 の湖の岸 辺 にす わ

って い る。二人 で歩 きなが ら、彼が仕事 を辞 め てcottageで 本 を書 きたい と言 うの に対 し

て、彼女 は"Shallyoubenearthesea?"(353)と 問 いかけ てい る。ridingheroが

Ralphに 重 なって連 想 され る場面 で あ る。

さ らに、Katharineの 心 の 中ばか りで な くMaryの 心 の 中で もRalphとheroの イ メ

ー ジが 重ね合 わ され る場 面 が あ る。Ralphへ の失恋 が あ き らか にな り失意 のMaryが 、

Ralphの よ く歩 いて いた川岸 通 りに出 て、記 念碑 のheroの 一 つ と向か い合 わせ に座 り、

Ralphと の今後 の 関係 をみつめ なおす場 面 であ る。

Onlytwoarticulatewordsescapedher,mutteredbeneathherbreath"Not

happinessnothappiness."

ShesatdownonaseatoppositethestatueofoneofLondon'sheroesupon

theEmbankment,andspokethewordsaloud...Shehadbeenupthereand

seentheworldspreadtothehorizon.(273)

Katharineだ け で な くMaryの 心 の 中 で もRalphとheroが 重 な り合 うこ の場 面 で、

Ralphとheroの イ メー ジのっ なが りが よ り明 らか に なってい る。

KatharineがRalphの 愛 を知 った時点 で、 彼女 の 空想世 界 の 中のheroの イ メー ジは

消 えた。で は、heroの イメー ジ と慎 重 に重 ね合 わ され て きたRalphは 、Katharineに 現

実 の葛藤 と束縛 を もた らすの か、あ るいは、heroの 代役 をっ とめ得 るのか。heroの イメ

ー ジ と重 な り合 ったRalphがKatharineに もた らす もの を、川 岸通 りを二 人で歩 く二つ

の 場 面か ら考 え る。 まずRalphの 愛 を知 っ た後 、二 人 でEmbankmentを 歩 く場 面 の

Katharineの 二 っの世 界 を考 える。

Shewasfeelinghappierthanshehadfeltinherlife...allthetimeshewas

infancylookingupthroughatelescopeatwhiteshadow-cleftdiskswhich

wereotherworlds,untilshefeltherselfpossessedoftwobodies,onewalking

bytheriverwithDenham,theotherconcentratedtoasilverglobealoftinthe

finebluespaceabovethescumofvapoursthatwascoveringthevisibleworld.
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Shelookedattheskyonce,andsawthatnostarwaskeenenoughtopierce

theflightofwaterycloudsnowcoursingrapidlybeforethewestwind.She

lookeddownhurriedlyagain.Therewasnoreason,sheassuredherself,for

thisfeelingofhappiness;shewasnotfree;shewasnotalone;shewasstill

boundtoearthbyamillionfibres;everysteptookhernearerhome.(p.317)

RalphはKatharineに"we'resomesortofagreement;thatwe'reaftersomething

together;thatweseesomething"(315)と 、二 人 は同 じもの を求め て い る と言 う。 実

際彼 も又、彼女 の 空想 の世 界 に 匹敵 す る夢 の世 界 を もってい る。 その よ うな彼 と一緒 に

い る と彼女 は 「二つ の 肉体 」つ ま り現 実 の世 界 とvisionの 世 界 の二つ の世 界 を同時 に違

和 感 な く体 験す る。 しか も彼女 は"shewasnotfree"と 感 じなが らも、 そ こに束縛 で

は な くて 「幸福 感 」を感 じて い る。Katharineは 現 実 の束縛 をそれ程感 じるこ とな くrid-

ingheroと 融合 したRalphを 受 け入 れ得 たの であ る。 彼女 はWilliamと い る と きには

"She
couldnotentirelyforgetWilliam'spresence."(141)と 彼 の存在 が気 に な って、

自分 の 空想 に没頭 す る こ とが 出来 なか った。とこ ろが 、Ralphと 一 緒 だ と、彼 と話 しなが

ら自分 の空想、も楽 々 と楽 しめ る、つ ま り 「二つ の 肉体 を持 っ 」 とい う初 めて の体 験 を し

たの であ る。Williamと の愛 の な い結婚 に よって彼女 が企 て た試み は失敗 した。 しか し、

heroの イ メー ジ と重 な り合 いつつ 現 実 の存在 で もあ るRalphを 受 け 入れ るこ とで、現

実世 界 と空 想世 界の対 立 がほぼ 消 えて、両 者 は行 き来 出来 る世 界 に なって い る。

さ らにNightandDayの 最終 場 面 で、川岸 通 りをKatharineとRalphが 二 人で歩 く

場 面 は、「昼 と夜」とい う二つ の世 界の調 和 の場面 で もあ り、heroを 受 け継 いだRalphと

彼女 の二 人が到達 した世 界の提 示 で もあ る。 空想世 界 と現実 とい う二っ の世 界の構 造 は

ど うい う結 末 をむか えるのか。 前 回川岸通 りを二 人 で歩 きなが ら"shewasnotalone"

(317)と 感 じた彼女 は、今 回"Youdestroyedmyloneliness."(534)とRalphに 言 う。

Theydismountedandwalkeddowntotheriver.Shefelthisarmstiffen

beneathherhand,andknewbythistokenthattheyhadenteredtheenchanted

region....Moments,fragments,asecondofvision,andthentheflying

waters,thewindsdissipatinganddissolving;then,too,therecollectionfrom

chaos,thereturnofsecurity,theearthfirm,superbandbrilliantinthesun.

Fromtheheartofhisdarknesshespokehisthanksgiving;fromaregionas

far,ashidden,sheansweredhim....Pausing,theylookeddownintothe

riverwhichboreitsdarktideofwaters,endlesslymoving,beneaththem.

(537-8)
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"Theyhadenteredtheenchantedregion
."と 描 か れ、二 人の到達 した世 界 として

"moments""asecondofvision""darktideofwaters
,endlesslymovingbeneath

them"と まさにVirginiaWoolfの 後 の作 品世 界 におけ るvisionの 世 界 を構 成す る言葉

が並 ん でい る。異 な るの は「遠 くか ら語 る」Ralphの 声 に、「は るか な領 域か ら」Katharine

が答 えて い る ところであ る。彼 女 が一 人 で空想 を楽 しむ世 界 は もはや 消 えて い る。Ralph

がridingheroと 重 な りあい、Katharineが そのRalphを 受 け入れ るこ とで、 この二人

はつ い にvisionの 世 界の体 験 を共有 し、現実 とvisionの 対 立 を最 小 限に とどめ る こ とに

よって、二 つの世 界 を行 き来可 能 な世 界 に した ので あ る。空想世 界のridingheroと 現実

世 界に あ りなが ら しか も 「夢 の世 界」 を もつRalphを 、 周到 に結 びつ け てい くこ とに よ

って、現 実世 界 と空想世 界の対 立が ほ とん ど消 え、 その結 果、KatharineはRalphと の

visionの 共有 を果 た した。 このNightandDay特 有 の結末 は、ridingheroとRalphの

融合 とい う精 緻 な仕掛 け を通 して見事 に達 成 され たの で ある。

おわ りに

visionの 共 有 が行 われ たのはNightandDayに お い てだけ であ る。従 来、伝統 小説

を継承 す るNightandDayは 、 それ ほ ど正 当に評価 され て きた とは思 われ ない。 作者

が独特 の作 品 ス タイル を確 立 す るのは次作 ,Jacob'sRoomか ら と考 え られて きた。 しか

し、 ヴ ィク トリア朝 とモ ダニ ズムの時代 を、連 続性 ととらえて い く再 評価 がお こな われ

る昨今 、作 者が、ヴィ ク トリア朝 の伝 統小 説 とそのhappyendingの 枠 組 を有 効 に活用 し

て、 しか も、ridingheroと い う、VirginiaWoolfの 主要 な手法 の一 つ であ るイ メジャ

リを精緻 に且つ 効果 的 に用 い るこ とに よってvisionの 共有 とい う後 の作 品 の原 点 と も

言え る世 界 を提 示 し得 たこ とを、評 価 した い と考 え る。

注

NightandDay,TheWavesの 引 用 はHogarthPressのUniformEditionに よ る。

1)こ のridingheroに つ いて はMarkHussey,VirginiaWoolfAtoZ(NewYork:Facts

OnFile,Inc.,1995)"She[i.e.Katharine]clingstoavisionofromanticlove

symbolizedbya`heroicRider'"(110)と い う指摘 が一 般 的見解 であ ろ う。 又、 吉 田安

雄 「NightandDaysolitudeとsociety」 「イ ギ リス小 説研 究』(研 究社 出版 、1994)

参 照

2)VirginiaWoolfの 作 品の根底 を成す の は、二 つの相 反 す る世 界 の葛 藤 で あ る。この二つ の

世 界 は、 時間 論 的 に は時 計 の時 間 と心 理 的 時 間 と呼 ばれ 、又 、factとvision、graniteと
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3)

4)

5)

6)

7)

rainbow等 と も 呼 ば れ て い る 。NightandDayで は 「昼 」 と 「夜 」 に 代 表 さ れ て い る こ

の 二 っ の 世 界 を 、 本 論 で は 「現 実 の 世 界 」 「visionの 世 界 」 と 呼 び 、Katharineが 一 人 で 浸

る は 「空 想 の 世 界 」 もvisionの 世 界 の 一 つ と 考 え て い く。

cf.,AlicevanBurenKelley,TheIVovelsofVirginiaWoolf:FactandVision(The

UniversityofChicagoPress,1971)p.254,YokoSugiyama,RainbowandGranite

AStudyofVirginiaWoolf(Tokyo:TheHokuseidoPress,1973)

TheWaves,88

1bid.,97

1bid.,107-8

RalphとKatharineの 歩 く速 さ に つ い て は 、Thakurは"accordingtotheirstateof

mind"と 解 釈 す る 。 こ れ も 一 つ の 考 え 方 で あ る が 、 本 論 で は 、ridingheroの イ メ ー ジ と 重

な り合 う 点 を 重 視 し た 。

cf.,"RalphandKatharine,too,inNightandDayarefoundwalking,tramping,or

runningaccordingtotheirstateofmind.Whenmentallyperturbed,Ralphwalks

`upthestreetatagreatpace
,cuttingtheairwithhiswalking-stick'(p.16),or

strides`withextremeswiftness'alongtheEmbankment(p.161)."N.C.Thakur,

TheSymbolismofVirginiaWoolf(London:OxfordUniversityPress,1965),30

川 に つ い て もThakurは 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。

"Whenev
erthecharactersinthesetwonovelsmuseaboutlife,especiallymarried

life,theythinkof,orpeerdowninto,ariver."(Ibid.,32)

一64一


